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ＨＲ：イメージとして全体学習とか合同学習っていうの

は私の中では囲碁のイメージを持ってます。生徒と指

導する側で盤面を挟んで，質問とか，それに対する返

しとか，思いとかっていうのを盤面の上に並べている

状態。そのなかで，ふっと置かれた石，ふっと置かれ

た質問ていうのが，どういう意味を持っているのかっ

ていうのが解っている人間，２人の中ではこの質問の

意味が解っているか解っていないか分からないけど。

なぜ今この質問なのかっていうのは，実をいうと第三

者というか，上達してるっていうか，解っている人間

は，あーなるほどね，その質問なのねっていうのが，

阿吽というか空気感で解ってるんだけど，その経験が

あまりないとか，やったことがない人間に関しては，

その意味というものがまったく感じられない。なので，

その盤面を見たときに，いや，こっちの混み合ってる

方がもっと大事じゃないのってなって，だからそっち

へそっちへと流れていったりとか。それは指導する側

も生徒側も，そっちの込み入ってる方を優先させちゃ

うんだけど，盤面は広いと。だからそこの意味ってい

うのが，なかなか受け取れない。だけど，ある程度熟

達してきて，盤面を俯瞰して見えるような人間になっ

たときには，あーなるほどそこにはそういう意味があ

ったんだなっていうのは，経験なり人生を積み重ねた

ものを自分がもって，ある程度見えるようになってき

たときにはその意味合いがすごく大きく感じたりとか，

あーなるほどそこに打つんだねっていうのがわかった

りとか。あと，対局している人間は解らないんだけど，

周りで俯瞰している人間はもっと解る人間がいる場合

がある。なるほどそうなのね，そっちの方が大変じゃ

ないのって。本人たちは，すごく込み入ったところに

集中してるんだけど，こっちにもっと展開できる場面

があるじゃんていうことが考えられる場面がある。そ

れを俯瞰して，いかにニュートラルに全体を見渡せる

かっていう。そのなかで自分はどうしていくべきかっ

ていうのを考えるのが全体学習でないかと捉えてる。

そっちへ流されずに，こんなこともあるよね，こんな

こともあるよねって，いろんな局面なんかを知ること。

人によって石の置き方は違うので。それは質問とか返

しっていう形で出てくるんだけど，どこに置くかって

いうのは，その人が置いた感性なので，その石の場所

の意味っていうのは，分かってても，ある程度慣れて

ても，エッて思ったとしても，後でゆくゆく考えてみ

ると，ある程度場面が詰んできたときに，あーなるほ

どね，そういう意味がここにあったんだって，後付け

で意味を考えられる場面も出てくる。なかには天才的

なやつもおって，そこに置かれた瞬間に，なるほどこ

れはこうなっていくんじゃって，どんどんレベルが上

がっていく場面もあるん違うかなって。(学級と大きな

集団との違いは何だと思う？)学級はある程度縛りがあ

ると思う。定石というか。石の置き方パターンがある

程度できている。必勝パターンが。けど，これを他の

場面でやった場合に，石の置き方が予測できない。あ

る程度のカテゴリーとして盤面に置かれるパターンが

分かっていたとしても，どんな質問が来てどこに駒が

くるか分からない。対応力が試されるということ。学

級の中の発言はある程度読みの中でパターン化できる。

ある天才的なやつに質問投げかけられたときに，それ

を受けとめられる力が周りにあるかどうか。(自分の手

の届く範囲じゃない集団になる意味がそこにあるとい

うこと？)はい。今までのパターンとは違う新たなパタ

ーンを創りだすのか，即興で創りだすのか。即興のと

きは自分の感性が出ると思うんですよ。パターンじゃ

ないものに対して自分はどう対応していくか。ある子

がカミングアウトしてきたっていうことに対して，教

室の中のパターンは分かってる。返しのパターンは個

々に存在していると思うんですよ。まったく知らない

やつがどう返してくるか読めないなかで，自分はどう

返していくのか，どう考えていくのかっていうのは，

最後は感性でしかないと思うんですよ。(違う学校がい

るような中学生集会のようなケースになっていくと，

それはより一層顕著になっていくということか？)顕著

になる。

ＳＧ：一つのクラスの中より，より広い人間関係の中で，

例えば部活の関係とか，信頼関係のある子が１人でも

おるっていうことは，全体学習のなかで良かったこと

かなと思う。例えば教室で勉強する，話し合いする，

教師が中に入ってするっていうので，中学校では教師

が子どもらと接する時間ていうのが限られていて，小

学校であれば担任の先生がずっと一緒にいるとかとい

う中で子どもたちのつながりを結びつけたりとか，行

動化しやすいと思うけど，中学校は教師がつなげてい

くのは難しくて。でも子ども同士のつながりっていう

のが，機会が多くなると学級だけじゃなくて休み時間

の他のクラスの子，部活の中，昔は学習会や学びの場

のつながりで，そのつながりをさらに強めていくって



いうことがあった。それを確かめる場に全体学習はな

ったし，そこで話をすることで，自分のクラスの仲間

だけじゃなくて，もう一つ広がった仲間とより広いつ

ながりができる機会になってたんじゃないかと思う。

それは卒業したあとも，そのつながりは人間関係の延

長線の一つの束みたいなのがあって，その束みたいな

物の一つになり得ていたのではないかと，振り返ると

感じています。

《一時中断》

ＳＧ：生徒が生徒を注意してる場面もあったじゃないで

すか。例えば，「寝てる人起きてくれんの」みたいな。

それは僕らの仕事なんだけど，生徒が生徒に言われる

っていうのは違った感じがありましたよね。先生に言

われるっていうんじゃなくて，同じ中学生の友達や同

じ部活のヤツらに言われるっていうのは，子どもへの

入り方も違うし。そこで考えたり，休み時間に別の場

面で話をするっていう場面も何度もあったし。それは

人権学習からもっと発展して，別の話題のときにもそ

んなつながりは出てきていたと思うし。今，アクティ

ブラーニングとか言ってたりするけど，そんな機会に

なってたのかなと，今振り返るとね。教室の中でって

いうのじゃなくて。それがまた，卒業したあとの人間

関係の中でしんどいことがあったら話をするとか，そ

ういうときのための訓練じゃないけど，こうしたらい

いんじゃとか，こんな話してもいいんじゃとかってい

うことを体験させてたのかなっていうふうに思いまし

た。今もその時も感じていた。子どもの力ってすごい

なって。「あーそうなんじゃ」ってこちらが思うことも

あったし，話がふらふらしてしまうこともあったんや

けど。今振り返って考えると，こんないい点があるな，

今求められている教え合いやいうのにつながる場面が

あったんやなっていうふうに感じます。部活のときに，

今日頑張ったなって言う場面を見たら，こういうつな

がりがあったんだなっていうことを思ってました。全

体学習の中で話が盛りあがってたときっていうのは，

そういうのが至る場面で見られたかなと。(部活の仲間

意識にいい影響を及ぼしてたことはあった)団体競技だ

ったらね，強かったんじゃないかなと思います。(クラ

スが違うかったら，その子がどんな子か，小学校が違

うと分かってるようで分かっていなくて，仮に部活が

同じだったとしても。例えば授業中にどんなことを言

うのかとか，言わないのかっていうことも含めて。け

どあの場にいることで，人間性や人間味が見てとれた

っていうことはあった。全校になるとよりいっそうそ

うだった。出身小学校も違う，部活も違うなかで，そ

ういうのを超えて縦横無尽につながるようなところが

あった)

ＨＲ：一つ引っかかることがある。クラスの中では発言

が少ない，できない。発言しても表面上の問題解決策

を言ってしまう。実現可能かどうかは別として。教員

側の望むような落としどころに発言を寄せようとして

くる。そうじゃなくて本音でしゃべりたいんでしょっ

ていうところがあるんだけど，ない。けど中学生集会

に来ると，そういう発言が多くなる。これは穿った見

方かもしれないけど，人間関係が濃くなればなるほど，

言えないことが出てくるのかなと。腹の中の探り合い

ではないんだけど。こういう言い方をすれば傷つくん

じゃないかとか，これは言うと，その集団で居場所が

なくなるんじゃないかとか。実際はまったく逆なんだ

けど，そういうあらぬ想像をしてしまう。けど人間関

係はある程度薄くても，あたたかく見てくれる集団が

ある場合，ちょっと言ってみようかなと。今まで言え

なかったんだけど，ちょっと言ってみようかなと。ち

ょっとしゃべってみたら，たいしたことないような，

自分が思い悩んでた以上に結構受け入れられる。それ

を自信にして，もう一度濃い人間関係のところでしゃ

べってみようかと。いや，しゃべれないかなと。けど

一回しゃべると自信がついて，ちょっとしゃべってみ

ようかなと。そういう自信につながったり，それが次

の中学生集会ににつながってたりとか，学級のつなが

りにつながってたりとかいうことを考えると，人間関

係のある程度薄いところ，さっき吉成先生の言ってた

ような，まったく関係のない１年生と３年生のような

関係の方が，実はしゃべりやすいんじゃないかと。重

いテーマに関しては。けど受けとめてくれる。それが

できてきたら，本音でしゃべる人間を嫌う人間はおら

んのですよね。自分の一番言いにくいことをしゃべる

人間て，結構リーダーシップを発揮したりとか，言い

にくいことをずばずば言ったりとか。さっきＳＧ先生

が言ってたことにつながるんですけど。「おい，何寝よ

ん」ていうんを言うのは，横の立場としたら，ものす

ごい言いにくいじゃないですか。特に力関係を考える

と。「コイツに言うか」という場面もある。けどそれを

超えて，いやお前これはアカンやろと言ってくれる人

間が一人でも増えるって幸せなことかなと。膝を叩い

てくれる，お前行き過ぎやぞって。そういうつながり

っていうのは大事なんかなと。自分にストップかけて

くれる人間がおるっていうのは。自分が行き過ぎたと

きに，お前これは行き過ぎやぞって。逆にコイツが困

ってたら，防がな，助けようという手が出たりとか。



それは誰かが発言したらそれに続けて発言するってい

うのも，そうかなと。「孤立させないようにしようぜ」

みたいな。そういうことにつながっていくん違うかな。

仲間づくりのなかで。

ＳＧ：そういうのはある。中学生集会は特に目的がハッ

キリしてて，そういう目的意識を持ってるとか，ちょ

っと興味もってるとか，先生が肩押してくれたけん，

ほな行こかっていう子らが集まって，そこで発表を引

っ張ってくれる子がおって，そこに乗って話ができて

しまうとか，乗って話ができてしまうと，自信がつい

て，ほなもう一回発表しようとか，もうあと時間がな

いんよなっていうときにみんながバーって手を挙げる

っていうのは，すごく自分に自信を持てそうな空気が

ある。それから受け入れてくれるっていう，共感して

くれるっていう雰囲気がある，それがいい方に動いた

ときには，そういう雰囲気が醸し出されて後半になる

と発言が出てきたり。誰かの発言につなげていこうと

する，それから自分が言うたことに対して誰かが言う

てくれるとかいうことで，共感してくれたなとか，自

分の話がこの場で生かされたなとかいうようなことに

つながって，思いきって発表できるとか。誰かの，さ

っきのつながりのある子に対してなんかしたいとか，

でもそれはなかなか言葉にはならんのやけども気持ち

で発表できるとかいうようなことで，その後また他の

先生方も，あの発言すごい良かったなとかいうので，

自尊感情高めるじゃないけど，いいように言うとな。

そんな場面もあったな。確かに違った意見に対して，

自分は違うんじゃって言うようなこともあったけど，

それを言えるっていうような効果もあったかな。中学

生集会はそれで対立してしまうんじゃなくて，学級で

はそれで対立するとＨＲ先生の言ったように居場所な

くなる可能性あるけん，言うんやめとこうっていう方

向になるんやけど，逆に言っておこうっていう方向に

進んだ場面もあったかなと思いました。

ＨＲ：マイナスの話するとね，場の雰囲気で受けとめて

くれるってなったときに，自分の一番重たい話，めち

ゃくちゃヘビーな話を，パッと言ってしまう場面てあ

るじゃないですか。それ，中学生って受け止めれるん

かなと。向こうから１トンぐらいの鉄球が降ってきた

やつを素手で受け止めろって言われてるのと同じよう

な感覚を受けへんかなと。教員サイドの立場から，大

人の立場からパって見たときに，「おー，ようほの発言

したな」って，「これはまた広がりのあるところに発言

を持ってきたな」っていうふうに捉えられるんだけど，

子どもの立場からしたら，非常にヘビーなんじゃない

かな，その質問て。それをドーンと投げつけられても，

今の俺には返せんて，口を噤んでしまってしんどい思

いしてないかなっていうのもあるんですよね。ある程

度の年齢を重ねて，それを受け止める術，それを受け

流す術を知るとある程度のさばき方ができるんだけど。

それは教員のさばきかもしれんのやけど。けど中学生

にもろに鉄球ぶつけていいのかどうかっていう。

ＳＧ：雰囲気で言っちゃうっていうのはあるな。熱くな

って，自分が奥底にためとるもんを言うんだけども，

今まで誰にも言うたことのないようなことを突然言わ

れた方は，「えー」っていうのは。学習会があったとき

にはあとでフォローできたけど，ないようになってそ

のフォローが…。人権学習の中では，そんな場面が何

度かありましたね。それを今実際にやってみるとなる

と，重たい話，ごっつい重要な話をしたあとに，どう

受け止められるようにその後フォローするかっていう

のは重要であるし，難しいなって思う。

ＨＲ：そこに，さばく教員の辛さってないですか。これ

を上手く捌ききれなかったときのダメージはでかいぞ

と。

ＳＧ：それは全体でせなあかんでな。俺のクラスだけし

たんでは。

ＨＲ：意味がない。同じような形で同じようなフォロー

を，みんなでさばけるようにしようぜってなってくる

と，暗澹たる重い気持ちに教員側がならないか。それ

が後ろ向きになる理由にならないかなと。やってみる

と結構さばけるんですけど。鉄球飛んできてもかわし

たら，スルーみたいなのでいける場合もあるんだけど

も，向こうは，発言した人間は，重い荷物を背負って

るから，それをよいしょって降ろしたとこなんですよ

ね。ほんで，あー身が軽くなったっていうレベルなん

だけど，その降ろした荷物は誰が拾うのっていうのを

思い悩んで，ちょっと後ろ向きになっちゃう。もしく

はそういう発言が出ないように，シナリオを作ってし

まう。それが出ちゃうと困るからっていう。しない方

がマシになる。もし全体学習，合同学習するにしても，

それが飛び出さないように策を練ってしまったりとか。

質問とか発問を練ってしまったりとかっていうところ

ないですかね。(基本的に教員の中にはその意識がある

って考えてもいいような気がする。ただ全体学習をや

り始めたときっていうのは，結局部落問題，同和問題

はタブーで，学習会もタブーだった。そこをオープン

にすること自体が，顕在化させてしまうっていうとこ

ろで，あれも実際問題タブーだったはずなん。だから

表面上の議論をする分には全然問題ないんやけど，そ
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こからちょっと奥に入ったような話にはなかなかなら

んかったし，生徒もせんかったし，教師も望みはしな

かった。けどそこを切り込んでいった)

ＨＲ：切り込むことが，全体学習の意義やと思うんです

よ。これ，クラスの人数では受け止めれないけど，も

しかしたら学校全体だったら受け止めれるかもしれな

いって思うんですよね。自分はさばけないけど，さば

ける生徒はいるかもしれない。(教師は拾えんのよ)拾

える可能性のあるやつがおるんですよ。スーパーエー

スが。結構縦に受けるとしんどいんだけども，横から

突くと結構もろかったりもする。見方捉え方とか考え

方で。だから，そこに切り込む必要はあるんだけど，

教員の危惧の部分がそれをさせないかもしれない。(だ

からこういうのは広まらない)だから，中高生集会にな

っちゃう。やっぱりそのビビリ方っていうのはごっつ

い深く感じますね。(ほなって，保護者からどんなクレ

ームが来るんだろうとか，どんな教育してんのってい

うところの話になってしまうから。やっぱりそこはビ

ビってしまうんよな。あと責任取ってくれるの？もて

るの？っていうことは，何度となくあったかな。けど

その子がその子自身の人生をどう受けとめながら生き

ていくのかっていう，キャリア教育的な，これから先

の人生をその子自身がどう歩んで行くの？っていう。

それは親であっても請け負えない話やから，その子自

身が請け負っていかなアカン話やから，その子自身が

どういう力をつけないかんのか持たないかんのかって

いうことを，問うていった感じはあるな)けど保護者の

立場からすれば，うちの子に鉄球ぶつけやがった！っ

て。立ち直れんような怪我したらどなんするんていう

形になりますよね。だからそれを拾えるってなかなか

難しいんですけど，やってみれば簡単と思うんですけ

どね。実際やれてるじゃないですか。やれてる地域あ

るじゃないですか。あれは本大会一発だからいけるん

ですかね。鳥取県，本大会のみの参加でしょ。自前で

はやってます。自前ではやってるんですけども，教員

の広がりは鳥取県は強いですね。(いや，鳥取県ていう

くくりにはせん方がいいと思う)大山町。(そう，西部

の方はって考えた方がいいと思う)そこの教員の意識が

変わったら，もうちょっとっていうことになるかと思

う。たぶん生徒は変わらないと思うんですよ。どこの

生徒でも。(生徒自体は変わらないような気がする。た

だ出てくる内容みたいなものは，地域性によって違い

はあるかもしれんけど。それぞれの地域性の中で，今

まで触れてなかったものが出てくる，顕在化してくる

可能性っていうのが十分あるような気がする。問題は

それにどう教師が対応するかっていう。けどホンマは

教師が対応をそんなに責任持たなくてもいいんだよっ

ていう話であって，子どもら同士で解決できるんだか

らっていう)子どもら同士で解決せなあかん問題やと思

うんですよ。ホンマはね。つきあってる集団に，我々

が参加させてもらってるだけで。いろんな圧力は感じ

ますけどね。ネガティブな部分だけ取りあげられると，

腰は引けますけどね。(他にはないですか？)全体学習

の形とはまた違うんですけど，各学校で行われている

校内人権問題意見発表会って全体学習じゃないですか，

ある意味。前で意見発表して，それに対して生徒が何

かしらのリターンしていけば，それは全体学習でしょ。

聴いてるだけっていうのも，感想文を書けば，それも

全体学習かなと。それが発表者に返っていけば。とい

うことを考え合わせて，本年度，保護者の方に宿題を

出しました。意見作文を人権だより，ＰＴＡ新聞に代

表作品を載せて，保護者の方にご感想くださいという

のを載せたら，一割強の保護者の方の反響がございま

した。うちの学校も捨てたもんじゃないなと。そこか

ら３年生限定になるかもしれませんけど，生活記録に，

親とこんなこと話し合ったという文章もあり。まあ自

分やちょっと捨てられとるような愛情も感じられんよ

うな毎日送っとるけど，これをきっかけにしゃべって

みたと。保護者の感想の中でも，これをきっかけにち

ょっとしゃべってみたと。普段そんなにしゃべらんの

やけど。それに対して子どもも敏感に反応してくるの

かと。やっぱり自分のこと知ってくれてちゃんと応援

してくれてるんだということが分かるっていうことは

大事なことなんかなと。特別に手紙書けとか，よく子

どもにこんなに愛してるんだよということを保護者の

方に書いてくれというのもあるんだけど，こんなきっ

かけでしゃべる機会があれば，それでいいのかなと。

全体学習でこんなこと聞いて，こんなこと思ったんじ

ゃっていうことを家で言えたら，それがきっかけにな

って，家族といろんなことを話すきっかけになるんち

ゃうかなと。そういうのが分かってると，さっきのク

レームじゃないですけど，ちょっと減るかなと。中学

校しっかりやってくれてるんやな，お任せしとこうっ

て。石ばっかりぶつけよるんちゃうって。ちゃんと身

の守り方，かわし方も教えてくれよんじゃって。今回

結婚差別でしたよ。同和問題の絡んだ。保護者も何か

しら言っときたい，しゃべりたいことがあると思う。

それを面と向かって，切羽詰まったときになかなか親

御さんも言えんけん，これを機会にちょっとしゃべっ

とこうっていうのもあるのかなと。(確実に保護者の世
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代は同和教育を受けている世代。だからそこの意識が

見えるっていうのは，すごく意義深いよな。いい反応

が返ってくれば教育会全体の財産になるし，嬉しいし)

けど保護者の反応も子どもの反応もほぼ一緒でした。

っていうのは，差別はなくならないと思います。差別

はなくしたい，差別はいやなんだけど，差別はなくな

らないと思いますっていうのが，今セカンドステージ

なんかなって。(昔もそう違う？無くなっていくプロセ

スを目の当たりにした人でないと，その感覚は持てな

いと思う)けど一つ違うのは，親の世代，じいちゃんば

あちゃんの世代っていうのは，差別を肯定してたじゃ

ないですか。差別は絶対なくなれへんのじゃと。差別

はいやだと。差別はしたくもないし受けたくもないけ

ども，差別はなくならないと思う。差別を否定的に捉

えてるんだけども，なくならないと思うと，そういう

意識に変わってきてるんですよね。その次の世代の子

どもは，もう少し意識が変わるんちゃうかなと。三世

代目。(三世代は必要だったと思う。同対事業について

も。一世代では無理)その一世代こえて，差別を肯定的

なものとして捉えてたのが，今の親御さんは否定的に

捉えてるんですよ。差別はあってはならんと。けども，

差別は現在も残ってるから，これはなくならんと思う

と。そういう意識はあると思うんですよね。それが子

どもの中でも，やっぱり差別はなくならんと思うと，

否定的なんやけどもなくならんと思うと。親の，上か

らの考えっていうのは今引き継いでいってると思うん

ですよ。その子たちが次親になったときに，いや差別

はアカンのじゃって，どんな場面であってもアカンの

じゃって。世代が進んでみないと分からない。我々の

頑張りかなと。けど先人の教員の取り組みでそういう

ふうに世代が変わったんだから，もう一世代頑張った

ら。結局頑張らないかん。(やっぱりなくならんのんで，

で終わらせたらアカン)それで終わらせたら結局，じい

ちゃんばあちゃんの世代に戻ってしまう。10 年前の話

になるんですけど，親の会話の中で，親と話をすると，

当然自分のことを愛してくれてるように語ってくれる

親御さんもいれば，頭から否定する親御さんもいる。「何

言うとんねん」と，一昔前の発言から言うと，「お前差

別受けたことないけんほんなこと言うて」って，あそ

このやつらはみたいな言い方する親御さんもおると。

子どもの受け止め方としては，うちの親って何でこん

なに差別するん，うちの親はホンマ差別者じゃって，

親を嫌いになる。親に否定的になる場面もあったと思

うんですよね。ほなけんうちの親は何を言っても無駄

やと。これに関しては無駄やというふうに捉えてしま

う子がいると。けどそれ，反対にかえしたら，対立し

て相手を変えようと思わずに，ずーっとそういうのを

語りかけていくと，ずーっと話し合っていけば，いつ

か，分かるか分らんのか分らんのやけども，妥協点見

つかるんちゃうかと。妥協点見つかったときに，親好

きになれるんちゃうかと。今対立しとったけど，両方

が，親と子が…これは穿った物の見方かもしれんけど，

一回対立に入ったものを戻すってなかなか大変かもし

れんけど，妥協点が見つかったときに，自分の親を好

きになれる瞬間が，いずれ訪れるかもしれない。だか

ら，今しゃべってみませんかと。お前んとこの親はい

いよなっていうんじゃなくて，あの親のようにうちの

親もなる可能性があるっていう。うちの親は役に立た

んしって思ってる人間もいるんですよね，実際。そう

いう親を好きになれっていうのも難しいので，好きに

なれる瞬間をつくってほしいなと。丸ごと好きになれ

とは言わんけど，こういうところでは信頼できる，好

きでおれるなっていう部分を作ってもいいのかなって。

そのために必要だった同和教育ではなかったかと。親

の世代，子どもに対して胸を張れる生き方をって。必

要かなって感じています。自分たちが親になったとき

に，じいちゃんばあちゃんはこうだったけど，これは

こうだったって胸張って言えたら格好ええ親かなと。

親として親の立場になったときに。

ＳＧ：子どもの成長って親を変えるよな。頑なに親って

根強い差別もっとるなって思うけど，子どもがホンマ

に向き合うとったら親って変えられてしまうよな。ほ

れは部落差別だけに限らずね。ＨＲ先生の言うたこと

っていうのは，ホンマに長いスパンになると思うんよ

な。親子関係って。横のつながりって割と淘汰されて

流動的にパーって揃うていくところがあると思うんや

けど，親子の関係って，その一点しかないけん，そこ

が変わっていくって，すごく長いスパンで見ないとし

んどくなって，諦めて，もうあかんわとかなりかねん

のやけどと思いました。


